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ふれあい情報 
 2016年 ３月２８日（月）第２２７号 

社会的共感を得られる運動で闘いが前進！ 政
府
が
「カ
ジ
ノ
賭
博
合
法
化
特
命
チ
ー
ム
」の
業
務
凍
結 

政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
カ
ジ
ノ
賭
博
を
合
法
化
す
る
Ｉ
Ｒ

推
進
法
案
の
成
立
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
、
カ

ジ
ノ
を
中
心
と
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
（Ｉ
Ｒ
）の
推

進
役
を
担
う
内
閣
官
房
の
特
命
チ
ー
ム
の
業
務
を
、
当
面

凍
結
す
る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
が
「
都
市
の

国
際
競
争
力
を
高
め
、
国

内
外
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
を
呼
び
込
む
た
め
に

カ
ジ
ノ
賭
博
を
合
法
化

し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
経

済
成
長
戦
略
の
柱
に
す

る
」
と
し
て
、
２
０
２
０

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
の
解

禁
・
開
業
を
め
ざ
し
、
２
０

１
４
年
に
国
交
省
、
財
務
省
、

経
済
産
業
省
、
警
察
庁
、
観

光
庁
の
職
員
な
ど
３
０
人
で

「
特
命
チ
ー
ム
」
を
編
成
し

活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

間
、「
カ
ジ
ノ
賭
博
合
法
化
」

に
向
け
た
動
き
と
し
て
は
、

２
０
１
３
年
に
は
自
民
党
を

中
心
と
す
る
超
党
派
の

国
会
議
員
に
よ
る
「
推
進

議
員
連
盟
」
が
結
成
さ

れ
、
通
常
国
会
に
法
案
を

提
出
し
ま
し
た
が
継
続

審
議
と
な
り
、
秋
の
臨
時

国
会
で
審
議
入
り
し
ま

し
た
が
衆
議
院
解
散
に

よ
り
廃
案
と
な
り
ま
し

た
。 

 

さ
ら
に
昨
年
の
通
常

国
会
で
の
成
立
を
め
ざ

し
て
い
ま
し
た
が
、
安
保

関
連
法
案
の
審
議
な
ど

が
長
引
き
、
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
。 

し
か
し
、
「
ギ
ャ
ン
ブ

ル
依
存
症
の
蔓
延
」
な

ど
、
市
民
社
会
に
様
々
な

害
悪
の
広
が
り
を
懸
念

す
る
国
民
の
声
が
高
ま

る
中
で
、
２
０
２
０
年
ま

で
の
解
禁
・
開
業
は
困
難

と
の
見
通
し
か
ら
、
当

面
、
業
務
を
凍
結
し
「
長

期
的
な
検
討
課
題
と
し

て
戦
略
の
練
り
直
し
を

行
う
」
模
様
で
す
。 

 

今
後
の
安
倍
政
権
の
動

き
に
注
視
必
要 

 

退
職
者
連
合
は
２
０

１
３
年
５
月
の
幹
事
会

で
、
「
カ
ジ
ノ
賭
博
合
法

化
」
に
は
反
対
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
日
弁
連
や
消
費
者
団

 退職者連合は、２０１５年度運

動方針に基づき、社会的共感を

得られる運動の取り組みを進め

てきました。この程、「カジノ賭博

合法化反対」と「奨学金制度の

改善を求める」２つの運動で取

り組みの前進がありましたの

で、報告します。カジノは１面、

奨学金は２面です。 

退
職
者
連
合
な
ど
の
反
対
運
動
が
功
を
奏
す 

（写真上）2014年11月11日、東京・

有楽町駅前でカジノ合法化ストップ

を訴える弁護士や消費者団体の皆

さん。（写真下）この日、宣伝カーの

上で都民に訴える退職者連合菅井

義夫事務局長。こうした運動の積み

重ねが、2020 年までの解禁をめざ

していた安倍政権の目論見をストッ

プさせた。 

安
倍
政
権
の
成
長
戦
略

の
柱
「カ
ジ
ノ
賭
博
」 

体
な
ど
と
「
全
国
カ
ジ
ノ
賭

博
設
置
反
対
連
絡
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
、
菅
井
義
夫
事

務
局
長
が
会
の
副
代
表
に

就
任
す
る
な
ど
し
て
合
法

化
阻
止
に
向
け
て
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の

「
特
命
チ
ー
ム
」
の
業
務
凍

結
は
、
そ
う
し
た
幅
広
い
市

民
に
よ
る
運
動
が
功
を
奏

し
た
も
の
と
言
え
ま
す
。 

し
か
し
、
安
倍
総
理
を
頂

点
と
す
る
推
進
派
議
員
や

カ
ジ
ノ
設
置
を
求
め
る
地

方
自
治
体
な
ど
の
動
き
は

活
発
で
、
再
び
新
た
な
動
き

が
出
て
く
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。
退
職
者
連
合
も
引

き
続
き
そ
れ
に
備
え
て
行

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 
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退職者連合 

３
０
１
万
筆
携
え
、
首
相
官
邸
に
要
請 

奨学金返済ローンに苦しむ若者を救おう！ 
給付型奨学金制度の導入を求める院内集会開く 

大
学
授
業
料
の
高
騰
と
家
庭
の
収
入
減
の
中
で
経
済
的
に
困
難
を
抱
え
る
多
く
の
若
者

た
ち
が
、
大
学
で
学
ぶ
た
め
に
借
り
た
「奨
学
金
」（利
子
の
付
く
貸
与
型
）と
い
う
名
の
多

額
の
借
金
の
た
め
ロ
ー
ン
返
済
地
獄
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
改
善

し
よ
う
と
運
動
に
起
ち
上
が
っ
た
中
央
労
福
協
（会
長
・神
津
里
季
生
連
合
会
長
）と
奨
学

金
問
題
対
策
全
国
会
議
は
、
3
月
22
日(

火)

15
時
40
分
か
ら
総
理
官
邸
で
世
耕
弘
成
内

閣
官
房
副
長
官
に
会
い
、
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
な
ど
を
求
め
る
３
０
１
万
筆
の
署
名

目
録
を
手
渡
し
、
奨
学
金
制
度
の
改
善
と
教
育
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
同
日
17
時
30
分
か
ら
参
議
院
議
員
会
館1

階
講
堂
で
４
０
０
人
が
参
加
し
て
要

求
実
現
に
向
け
た
院
内
集
会
を
開
き
ま
し
た
。
退
職
者
連
合
は
、
こ
の
運
動
に
賛
同
し
て
地

方
退
職
者
連
合
を
中
心
に
署
名
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

 ロ
ー
ン
化
し
た
奨
学
金 

当
時
２
割
程
度
だ
っ
た
奨
学
金
利

用
者
は
、
現
在
約
１
７
７
万
人
に
増

加
し
、
２
人
に1

人
が
利
用
し
て
い

ま
す
。
そ
の
理
由
は
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、
今
や
世
界
で
最
も
高
い
水

準
に
あ
る
授
業
料
の
高
騰
で
す
。
２

つ
目
は
、
家
庭
収
入
の
減
少
で
す
。

わ
が
国
の
奨
学
金
の
約
９
割
は
有
利

子
の
貸
与
型
で
、
ま
さ
に
「
奨
学
金
」

と
い
う
名
の
ロ
ー
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
奨
学
金
を
利
用
す
る
大

学
生
の
三
分
の
二
が
こ
の
貸
与
型
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

無
利
子
か
ら
有
利
子
に
移
行
し
た

背
景
に
は
、
１
９
８
４
年
に
自
民
党

政
府
の
政
策
転
換
に
よ
り
有
利
子
枠

が
作
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、

こ
の
枠
が
拡
大
し
続
け
て
き
ま
し

た
。
ま
た
授
業
料
高
騰
の
背
景
に
も

自
民
党
政
権
の
教
育
政
策
の
転
換

が
あ
り
ま
す
。
１
９
７
０
年
代
半
ば

以
降
の
「
受
益
者
負
担
論
」
に
基
づ

く
公
費
支
出
抑
制
の
結
果
、
大
学
の

授
業
料
の
値
上
げ
が
繰
り
返
さ
れ

た
こ
と
で
す
。 

返
済
に
苦
し
む
若
者
た
ち 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
34

カ
国
の
う

ち
、
半
数
近
く
の
国
で
は
授
業
料
が

無
償
で
、
32
カ
国
に
給
付
型
の
奨

学
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
大
学
の
授

業
料
が
有
償
で
国
に
よ
る
給
付
型

奨
学
金
制
度
が
な
い
の
は
、
日
本
だ

け
で
す
。
問
題
は
深
刻
化
し
て
お

り
、
卒
業
し
て
も
十
分
な
収
入
が
得

ら
れ
ず
、
返
済
に
苦
し
む
若
者
が
増

え
、
延
滞
者
は
33
万
人
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。
延
滞
者
に
は
延
滞

金
が
課
せ
ら
れ
、
一
生
、
返
済
に

追
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。 

給
付
型
導
入
を
求
め
る 

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
央
労

福
協
の
官
邸
要
請
で
は
、
貸
与
型

か
ら
給
付
型
へ
、
奨
学
金
制
度
の

抜
本
的
転
換
と
貸
与
型
奨
学
金

も
無
利
子
と
し
、
無
理
の
な
い
返

済
制
度
づ
く
り
な
ど
を
求
め
ま

し
た
。
神
津
会
長
か
ら
要
請
を
受け

た
世
耕
内
閣
官
房
副
長
官
は
、「
一
億
総

活
躍
の
プ
ラ
ン
を
５
月
ま
で
に
ま
と
め
る

の
で
、
そ
こ
ま
で
に
新
し
い
奨
学
金
の
あ
り

方
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
な

回
答
を
よ
せ
ま
し
た
。 

院
内
集
会
に
４
０
０
名
参
加 

こ
の
日
の
集
会
に
は
、
労
働
組
合
員
や
議

員
、
学
生
、
弁
護
士
な
ど
４
０
０
名
が
参
加
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
神
津
会
長
は
「
若
者
が

奨
学
金
で
数
百
万
の
借
金
を
背
負
っ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
結
婚
や
少
子
化
に
繋
が
っ

て
い
る
」
と
問
題
の
深
刻
さ
を
強
調
し
、
早

急
な
問
題
解
決
を
求
め
ま
し
た
。
集
会
に
は

退
職
者
連
合
の
菅
井
義
夫
事
務
局
長
と
野

田
那
智
子
副
事
務
局
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

▲集会参加者でいっぱいとなった会場。各党からも要求実現に向

けた決意が表明された（3月22日、参議院議員会館１階講堂） 

中
央
労
福
協 ▲署名目録を手渡す神津会長（左から２番目）と受け取る世

耕内閣副官房長官。右は、花井圭子労福協事務局長。 

国に対し給付型

奨学金の導入を

求める。 

3月 22日 


